
(1) 有機蛍光材料であるアルミニウム錯体を合成します。
 （Alqの合成）
(2) 合成した有機蛍光材料の構造・光物性の解析
 ①赤外分光分析法による構造解析
 ②紫外・可視吸収スペクトルの測定
 ③光励起発光特性の評価
(3) 塗布印刷プロセスによる有機ELデバイスを作製します。
(4) 作製した有機ELデバイスを直流電流を用いて発光させ、その明るさや

電流効率などを測定します。
(5) 最後に有機ELデバイスの発光機構を考察、既存の光源などを比較する

ことで有機ELの理解を深めてもらいます。
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主催：山形県立米沢興譲館高等学校　共催：国立大学法人山形大学工学部

山形大学
大学院有機材料システム研究科

城戸 淳二 教授
・2013年  紫綬褒章 受賞
・2015年  KF ブラウン賞 受賞
・2021年  第62回 藤原賞 受賞

Winter Science Camp
ウィンターサイエンスキャンプ in 米沢

～ＧＳＥ（Global Science Entrepreneur）育成塾へ～

選考結果通知 2023年10月下旬予定

キャンプ内容

募集要項

申込書は裏面にあります

有機材料を用いて電子デバイスを作製する「有機エレクトロニクスデバイス」は、薄い・軽い・折り曲げられる・印刷で安価に大
量生産できるなど、新しい半導体技術として期待されています。その代表格である有機EL素子は、蛍光性の有機化合物を電
気で光らせる装置です。有機EL素子は、厚さが1mm以下と極めて薄く、高効率で発光する環境に優しい面状の発光デバイス
で、次世代の薄型テレビや照明器材への応用が注目されています。
今回のキャンプでは、蛍光性の有機化合物をフラスコなどを使って合成し、合成した蛍光材料を使って有機EL素子を作製しま
す。作製した素子に電気を流し光らせ、その明るさや発光効率などを測定して蛍光灯などの光源と比較します。またディスプレ
イなど実際の応用製品を見ることにより有機ELについて考えます。
起業家や研究者との交流機会も積極的に設け、キャリア形成とアントレプレナーシップの醸成を図ります。
今回は、日系企業や外資系企業でも勤務経験のあるGoogle社員との交流も企画しています。

有機材料を用いて電子デバイスを作製する「有機エレクトロニクスデバイス」は、薄い・軽い・折り曲げられる・印刷で安価に大
量生産できるなど、新しい半導体技術として期待されています。その代表格である有機EL素子は、蛍光性の有機化合物を電
気で光らせる装置です。有機EL素子は、厚さが1mm以下と極めて薄く、高効率で発光する環境に優しい面状の発光デバイス
で、次世代の薄型テレビや照明器材への応用が注目されています。
今回のキャンプでは、蛍光性の有機化合物をフラスコなどを使って合成し、合成した蛍光材料を使って有機EL素子を作製しま
す。作製した素子に電気を流し光らせ、その明るさや発光効率などを測定して蛍光灯などの光源と比較します。またディスプレ
イなど実際の応用製品を見ることにより有機ELについて考えます。
起業家や研究者との交流機会も積極的に設け、キャリア形成とアントレプレナーシップの醸成を図ります。
今回は、日系企業や外資系企業でも勤務経験のあるGoogle社員との交流も企画しています。

山形大学
有機材料システムフロンティアセンター
〒992-8510 山形県米沢市城南4-3-16

ホテル つたや
〒992-0031 山形県米沢市大町3-1-20　TEL.0238-22-2354
※宿泊を希望されない場合や生徒を引率される場合の
　引率者の宿泊等への対応も可能です。ご相談ください。

・有機蛍光物質の合成
・山形大学ベンチャー企業の見学
・有機蛍光物質の成膜
・有機蛍光物質の解析
・スマート未来ハウス見学
・有機ELデバイスの作製
・Google社員との交流

開催
場所

宿泊
場所

参加
費用

http://www.yonezawakojokan-h.ed.jp/page.php?no=p0306

参加者募集
高校生のための先進的科学技術体験合宿プログラム

“有機の光で照らしてみよう ～有機ELを作る～”
高校生のための先進的科学技術体験合宿プログラム

“有機の光で照らしてみよう ～有機ELを作る～”

12名募集
人数 

応募締切
10月12日（木） 

※郵送にて必着

in
yonezawa

2023

育成塾への参加費用は無料
往復交通費、宿泊費、食事代は自己負担

ウインター
サイエンスキャンプ
in 米沢 2023 
特設サイト

有機ELの実験プログラム（予定）

次世代ディスプレイ、照明と
して期待される有機ELの発
光材料とそれを使ったデバ
イスを大学院の先輩と一緒
に作る実験メニュー満載の
プログラムです。

応募資格 応募締切日時点で、日本国内の高等学校、中等教育学校後期課
程（4～ 6学年）または高等専門学校（１～３学年）等に在籍する
生徒。

応募方法 裏面の「参加申込書」をコピーし、必要事項を記入のうえ、応募締
切日必着にて、下記の問合せ先まで郵送でご応募ください。

 ※必ず保護者が署名捺印した原本を郵送してください。
 　（FAX不可）
 ※応募書類（参加申込書）は１人１通とさせていただきます。
 　応募書類を複数送られた場合は無効となりますので、ご注意

ください。

選考方法および決定通知
 ①「参加申込書」の応募動機に基づき、選考を行い、決定。
 ②選考結果は、10月下旬予定、応募者本人宛に郵送で通知し

ます。また、参加者には集合場所への経路や持ち物など詳細
を説明した「参加のしおり」、その他参加にあたり作成いただく
書類も送付します。

 ※「参加申込書」に記載された住所へ郵送します。

参加者サポート
 集合から解散までの間、プログラムが円滑に実施されるように、

開催担当者、引率スタッフ（高校教員等）が、サイエンスキャ
ンプの運営を行い、参加者と寝食を共にしながらその学習や生
活をサポートします。

 全日程を通して、日々の検温や会場出入りでの消毒等、感染
症対策を十分に講じながら運営を行います。

応募･問合せ先
 山形県立米沢興譲館高等学校 SSH 事務局
 〒992-1443 山形県米沢市大字笹野1101番地
 TEL. 0238-38-4741　FAX. 0238-38-2531
 E-mail. sikarashiko@pref-yamagata.ed.jp

応募締切 2023年10月12日（木） 郵送にて必着



印

ウインターサイエンスキャンプ
～ＧＳＥ（Global Science Entrepreneur）育成塾へ～

in米沢 2023 参加申込書
この参加申込書に必要事項を記入したうえで、下記申込先まで郵送にてご応募ください。
※この用紙をコピー（A4）してご使用ください。

※宿舎集合・山形大学工学部解散です。

募集要項の内容、上記注意事項に同意のうえ、
ウインターサイエンスキャンプに申し込みます。

氏　　名

学校名

応募動機 （サイエンスキャンプに参加を申し込んだ動機、参加にかける熱意等をご記入ください。濃い黒字ではっきりと書いてください。文章はこの枠内におさめてください。）

科学や技術の部活動・サークル活動、自由研究の実績がありましたら具体的にご記入ください。

自宅住所

自　宅
電話番号

携帯電話

寮の住所
・寮名称

〒　　　　ー

ー　　　　　　ー

都 道
府 県

〒　　　　ー

都 道
府 県

本人・家族

寮　の
電話番号
選考結果通知
の送付先

※どちらかにレ点で
　チェックしてください

※応募内容の不明点や結果通知発送にあたり、お問い合わせすることがあります。確実な連絡のため、連絡のつきやすい連絡先を複数ご記入ください。
※ご記入いただいた個人情報は本プログラムでのみ使用し、他には一切使用いたしません。

事務局記入欄：

E-Mail ＠

自　宅
FAX番号

国立
公立
私立

男・女 歳

都　道

府　県

フリガナ 性　別

学　年
学　校
都道府県

年　齢 保護者
氏　名

（自 署）

同意します
（必ずレ点でチェックしてください）

必
ず
保
護
者
の
承
認
を
得
た
う
え
で
、署
名（
自
署
）、押
印
を
お
願
い
し
ま
す
。

（姓） （名）

ー　　　　　　ー

ー　　　　ー

ー　　　　　　ー

10月12日（木）
※郵送にて必着

応募
締切日〈申込先〉

〒992-1443 山形県米沢市大字笹野1101番地
山形県立米沢興譲館高等学校 SSH事務局

山形県立米沢興譲館高等学校 SSH事務局 行

□自宅　□寮

※以下は、下宿または寮にお住まいの方のみ記入してください
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